~All For The Right Decision & Solution~

BELIZEAY I NIVYLTo VT
il D e A

TACINEWS

Tel.03-5208-5400 Fax.03-5208-5490
URL. http://www.tactnet.com

20224 9R 12H

/No.897

T B &L, MR OFIARIZ b LITHBr§ & & Lok

1. HEBO L MEFTFMOE &K ?

FEAERM PE T db 2 T 2 B E C RLFE b 5 il 2 9
LA, BuE. (U, (20, (3P, @)Lk,
BUREF, (6, (7)HyE, (9)FLIR Hi K ONIOZHERE Hi oD iy
HOBNZEHME 5 Z & &SN TWET, Ik, —kE
LTHRIASN TWA—HD s 2 LLEDOHE )G 72
LA, To—Hott, 20 boXibH
ENSRbb0lInNEd,

ZOH BLEHITOWTIE, FIHOHA > TNND
1EMOEH T LIEHMET 2 Z 212> TWET, &
FTLH1IEZLETERNWE ZANRKA > N TT,

Ho & bEE, EIESEISC X DEMOEID B
% TITONTGE . SFI% OB ML LTl
OHBIHT D ENTERNWRE, ZONENREL
SARBHETHS LROLND & XX, FOHERTOMHE
A T EHoOEM] ET251L—ARnHY 7,

T, BYMOBEEMREZ T DR, 0L X
T\ ORI FLRILAS, B O HILISN D g
LRHIND Z ERHY £F, Z20O%E, THIOFHb
BALOHEIZED L HIT/BbDTL X 92 41NL,
E AT 22 /0T Bl DFR S AP L ET,
2. EHOBE

ME & e o T=HRfed pE D L, ko Lo 2 LT
L7z (BRI SfM444 3 A 9 HED),

X

A qr)5E
HFFEE A1
SRR
AfE1 sy
""" T T
A1
A2 i &
IRy
EA{AE &

BEABREN T B 15 4RI LR OF I LT
A1 B A B & U CREMER I TVE L,
ZDBABFEDBHLAE L, AN A DSARME 1 Tt J Ok
FETE., HEEA B B3R 2 THiA &S ENS LD

FEfE Uk U7z, AHGEBRAARE S o0 LR FDIR T, A&
T 1 o SR O 2 E T AR 2 IS A AR
BRI L oo Qv LS, EREEAEE S T
HYFEHATLZ, A1 HHIOFEMRNERICEET 25
NNE T = ADNERIE S, YiLiEEg S Al -o T
MRERIZH D Z ST TE RV T LT,

FHEN BITALE 1 >V T, SRR O
THHEMTREME L CYPRE LE L,

& ZANBBE B, A1 Lo UL R E 0B
HEsy (EHl) EBFEG L 7> T DA Cdefd
H) (TR E LT BN A 4 1 TR IER
LT e, ERAIRERET (BUF, FHpr &
W) O¥Ii AR D Z LT o2 D TT,

Femld, AU BHABARE 2y & AR 1 A HiEE (RS
ST TR~ & 2y, BARBIIZIE, AfF 1 B
HBIZ D&, A1 BB XS, A 1 1
PR A3 1 MR & L C, TN TN OFHM AL = &1
T OAMER A FEAT 9 & DA,

3. F¥IFTOH B

FHIFTIE, A 1 O SRR IS R E ST
W2 Z o, fliF e EnD o THEFE L, EFEFEEOHE
Hi7s BEERAGMA~E Y T SN o T D LS AR
L. A1 OB, EFRETOBHOR) A
BRI T2 OLE e L SRR B AL T L
F L7, DI 2 THRAPNL, KAEAIT TARM 1 i
AR Sy O H XM, A 1 IR S O HE X
MERRHD & fEF~&E) L LE LT

ZDR, HEBANKRO I HIZERLTWE L,
(AR 1 EHOR RIS 701k, OREEhER & U CARMFHE
EEOBMDNHAZ Rl T T DIThER T TH D Z
& QEEMEGRHFEICRIT D B L OB EE O R
E AEERFEZOBHUICE ENTND I &b, K
PREEEEE OB L U TARME 1 B AR R 5y & —OFF
HHAL &R ],

AU LA T o B ofEIZEB VT
X, EHOBIWMEOFHBMICELRZEL XN
2HDTHY ., ZOFHBRIZOWTIE, FEBIREHIC
BT DFIAPRIL A FA W~ & | Ll TS
RICBIT LHFBENROOAL, ERRofsmaeERT 5
HEOTIE W] L LT, HBADF W2 RIT TnE
R (g Ali—)




	１、相続税の土地評価の単位とは？
	相続財産である土地を金銭価値で見積もる評価をする場合には、土地は、⑴宅地、⑵田、⑶畑、⑷山林、⑸原野、⑹牧場、⑺池沼、⑼鉱泉地及び⑽雑種地の地目の別に評価することとされています。なお、一体として利用されている一団の土地が2以上の地目からなる場合には、その一団の土地は、そのうちの主たる地目からなるものとされます。
	このうち宅地については、利用の単位となっている１画地の宅地ごとに評価することになっています。必ずしも1筆ごとではないところがポイントです。
	もっとも贈与、遺産分割等による宅地の分割が親族間等で行われた場合、分割後の画地が宅地として通常の用途に供することができないなど、その分割が著しく不合理であると認められるときは、その分割前の画地を「1画地の宅地」とするルールがあります。
	さて、建物の建築確認を受ける際に、その敷地とされていた土地の利用状況が、建物の敷地以外の用途にも利用されることがあります。その場合、土地の評価単位の判定はどのようになるのでしょうか？今回は、そんな問題を孕んだ最近の裁決事例を紹介します。
	２、事例の概要
	問題となった相続財産の土地は、次のような土地でした（国税不服審判所　令和4年3月9日裁決）。
	被相続人は平成15年に共同住宅の新築に際し概ね本件1土地を敷地として建築確認申請を行いました。その後相続が開始し、相続人Aが本件1土地及び共同住宅を、相続人Bが本件2土地を遺産分割により相続しました。相続開始時点の土地の利用状況は、本件1土地の点線部分の南側を含む本件2土地が月極駐車場となっていましたが、共同住宅入居者専用ではありませんでした。本件1土地の南側道路に接する部分にはフェンスが設置され、当該通路部分を通って南側道路に出ることはできない状況でした。
	相続人らは本件1土地については、共同住宅の敷地である宅地で不整形地として当初申告しました。
	ところが税務署は、本件1土地の北側共同住宅の敷地部分（宅地）と駐車場となっている南側部分（雑種地）は一体性がないとして、評価単位を分けて更正処分をしたことから、国税不服審判所（以下、審判所という）の判断を求めることになったものです。
	争点は、本件１土地北側部分と、本件１土地南側部分に分けて評価すべきか。具体的には、本件１土地の地目につき、本件１土地北側部分は宅地、本件１土地南側部分は雑種地として、それぞれの評価単位ごとに土地の価額を評価すべきか否か。
	３、審判所の判断
	審判所は、本件1土地の点線部分に柵が設置されていたことや、植栽などがあって事実上、共同住宅の敷地から駐車場側へ通りぬけられなかったこと等を確認し、本件1土地の南側部分は、共同住宅の敷地の効用を果たすための必要な土地とは認められないと判断しました。そのうえで審判所は、最終的に「本件１土地北側部分の地目は宅地、本件１土地南側部分の地目は雑種地と判定すべき」としました。
	この点、相続人が次のように主張していました。「本件１土地南側部分は、①避難通路として本件共同住宅の敷地の効用を果たすために必要な土地であること、②建築確認申請における建蔽率及び容積率の計算上、本件共同住宅の敷地に含まれていることから、本件共同住宅の敷地として本件１土地北側部分と一の評価単位とすべき」。
	これに対し審判所は「土地の地目の判定においては、土地の現況及び利用目的に重点を置くこととされるものであり、その利用目的については、課税時期における利用状況を基に判断すべき」と述べ、「建築確認における申請内容いかんは、上記の結論を左右するものではない」として、相続人の言い分を退けています。　　　　　　　　　　　　　（遠藤　純一）

